









After the World War II,the Japanese women’s way of life and social status has
 
been much changed. Working marriage women became majority after 2000.
Home Economics of Japan should think about how to allocate the time it
 
deserves and the economy of the human energy field. Also, their independent
 
choices in life design is sought.
The purpose of this paper is to encourage young women’s empowerment,
through the teaching issues of Life Management Study class in University. Learn
 
about the knowledge of self-determination for ther lives and the rights to self-
























































































































































































２ 女性と教育 学ぶ権利と教育格差 DVD「なまえをかいた」
３ 女性と法律 憲法のなかの男女平等 DVD「私は憲法に男女平等を書いた」
４ 女性と職業 女性の就労と生涯賃金 ライフコースによる生涯賃金
５ 女性と無償労働 家事・育児・介護・地域労働 年金、配偶者控除問題
６ 価値観と人生設計 自分は何を大切にしていくか チャート作成とディスカッション
７ 結婚する・しない 結婚の変化と家庭経済
８ 子どもを持つ・持たない・持てない 不妊と生殖医療 DVD「うまれる」
９ 子どもを持つ・持たない・持てない 子どもを持たない選択
10 子どもを持つ・持たない・持てない 出産様式の変化
11 人口政策と女性 性と生殖に関する健康と権利 女性が権利主体であることを学ぶ
12 第三期をどう生きるか 中高年期をどう生きるか ライフコースシートを作成し発表する
13 おひとり様の老後 老後をどこでだれと過ごすか DVD「おひとりさまの老後」
14 葬送とお墓 終末期と死後について考える DVD「スウェーデンの葬送とミンネスルンド」































































に書かれる（Riproductive Health & Rights）
代理母（国外へ）
2000～ アジアの出生児における極端な男女比（女児の中絶）が問題になる
2013 胎児診断血液検査
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される。また、男子学生に対しても、これらの授
業実践は可能であろう。今後は、北欧など男女平
等先進国の家庭科の在り方について研究を深めて
いきたいと考えている。
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表３．受講した学生の感想より（2015)
･今まで○歳で結婚して２人子どもが欲しいというおおざっぱな計画しか考えていなかった。仕事は続ける
のか、子どもが授からなかったら不妊治療を受けるかなど具体的に考えるようになった。女性として、将
来の計画を見つめなおしたり考えたり気づいたりすることができてよかった。
･人生は沢山決めなくてはならないことがあることを学んだ。これからは精力的に行動して、やりたいこと
があったらなんでもやろうと心に決めた。人生を計画してみてよかった。
･これまでは敷かれた線路を歩いてきたが、夢を持って行動を起こさないと人生は開かれていかないと実感
した。自分は仕事と子育て、家事を両立する働く女性を目指したい。
･授業の中で真剣に考えてみることで自分が老いる未来にむきあうことができた。
･今まで自分が「あたりまえ」と思ってすごしてきたことが、実はとても貴重なことだとわかった。
･これまであまり考えてこなかった遠い未来を考えることが増えた。一生涯を考えると多くの楽しみ方や人
生の在り方が考えられると思った。
― ―95
